
日経平均・TOPIXの上半期推移

投資のベースキャンプ 1

2023年6月30日現在

出所：Google Financeより作成（2022年1月からの推移）



主要米株指数の上半期推移
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2023年6月30日現在

出所：Google Financeより作成（2022年1月からの推移）



主要外貨対円の上半期推移
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出所：Google Financeより作成（2022年1月からの推移）

2022年6月28日現在



輸出企業の事業計画の前提となっている
想定為替レート（大企業・製造業）
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出所：日銀短観（概要）2023年6月調査

131.45円
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訪日外国人の推移
単位：万人



2023年1-5月 訪日外国人客数 
（対2019年比）

データ出所：JNTO推計値

62.8％
回復



24年から新NISAが開始

•制度の恒久化

•投資期間が垣根がなくなった

•非課税投資枠の拡大（上限1800万円）

•つみたて投資枠と成長投資枠の両方を活用する
ことで、積立投資だけ、成長投資だけ、という
ことがなくなり、両方を上手に活用することも
できる制度になった（積立投資だけでもOK）
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日本企業のPBRが低水準

•東証は、23年春にもプライム・スタンダード市
場を対象として、株価純資産倍率（PBR）が継
続して1倍を割っている企業へ改善に向けた取
り組みや進捗状況の開示を要請する方針を示す

•解散価値とされる１倍を継続的に割っている企
業には「開示を強く要請」するとした

•日本の上場企業の約半数が1倍割れ状態（プライ
ムが約47％、スタンダードが約61%が1倍割れ※）
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※ 2023年6月12日現在



日本株の下半期は期待

•インバウンド需要の拡大で５兆円の経済効果！

• 24年から新NISAがスタートで投資熱拡大

• 23年経済成長予測が前年より高い先進国は日本だけ

•日本企業の低PBRの改善を東証が求める

•「経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）」
の中で 、資産運用立国宣言し、 海外投資家らに資
産運用立国構想をアピールするために「Japan 
Week」を開催するとした
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■ 本スクールの講義についてー

本講義および本スクールが提供する教材は
特定の投資商品や投資手法を推奨するものではありません。

すべて教育を目的として作成されたものであり、
将来の相場や内容の正確性を保証することはありません。

実際の投資にあたっては、自己責任の原則に基づいて
必ずご自身の判断で行ってください。
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